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修正WDLT方式におけるαの値について
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２４月目に残る
ギャップの割合

３６月目に残る
ギャップの割合

α＝０．９５ １５月目 ４６月目 30.7% 16.6%

α＝０．９０ ８月目 ２３月目 8.9% 2.5%

α＝０．８５ ６月目 １６月目 2.4% 0.3%

α＝０．８０ ５月目 １２月目 0.6% 0.03%

α＝０．７５ ４月目 １０月目 0.1% 0.004%

: 公表値、 :集計値
: 当月、 : 前月＝ （ ― ）＋

第n月目のギャップ 入れ替え時のギャップ

−  ＝ （ ― ）

○ 修正WDLT方式において、αは各月の公表値と集計値のギャップの縮小割合であり、
αが小さくなれば、ギャップの減衰の度合は大きくなり、集計値への収束は早くなる。

○ 他方、公表値はαの増加関数であるため、αが小さくなれば、修正WDLT方式を適用
した直後の前年同月比は小さくなる。

○ アメリカのCES（Current Employment Statistics）では、α=0.9としたWDLT方式が用いら
れているところ。
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（参考）従来のギャップ修正

２００９年１月
に抽出替え

αが小さくなると、修正WDLT方式を適用
した直後の前年同月比は小さくなる。

αを変化させた場合の所定内給与（前年同月比）の推移（％）

（※）２００９年１月の抽出入れ替え時（新・旧サンプルのきまって支給する給与のギャップは３，３４７円）を
前提として、各αに対する修正WDLT方式を適用した場合の試算結果。 3



（前年同月比、％）

1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

α＝０．９５ 0.0 -0.2 -0.7 -0.8 -1.1 -0.6 -1.2 -1.1 -1.3 -1.5 -1.5 -1.5
α＝０．９０ 0.0 -0.3 -0.8 -1.0 -1.3 -0.9 -1.5 -1.4 -1.7 -1.9 -1.9 -1.9
α＝０．８５ 0.0 -0.4 -1.0 -1.1 -1.6 -1.1 -1.8 -1.7 -1.9 -2.1 -2.1 -2.1
α＝０．８０ 0.0 -0.5 -1.1 -1.3 -1.7 -1.3 -1.9 -1.8 -2.1 -2.3 -2.2 -2.2
α＝０．７５ 0.0 -0.5 -1.2 -1.4 -1.9 -1.4 -2.1 -2.0 -2.2 -2.4 -2.3 -2.3

-0.9 -1.0 -1.4 -1.3 -1.6 -0.9 -1.4 -1.2 -1.3 -1.3 -1.2 -1.2
（前年同月比、％）

1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

α＝０．９５ -1.5 -1.7 -0.9 -0.8 -0.8 -0.8 -0.8 -0.7 -0.5 -0.4 -0.5 -0.4
α＝０．９０ -1.9 -2.0 -1.1 -1.0 -0.9 -0.9 -0.9 -0.7 -0.5 -0.4 -0.5 -0.3
α＝０．８５ -2.1 -2.1 -1.2 -1.1 -0.9 -0.8 -0.8 -0.6 -0.4 -0.3 -0.3 -0.2
α＝０．８０ -2.2 -2.2 -1.1 -1.0 -0.8 -0.7 -0.7 -0.5 -0.2 -0.2 -0.2 -0.1
α＝０．７５ -2.3 -2.1 -1.1 -0.9 -0.7 -0.6 -0.6 -0.4 -0.1 -0.1 -0.2 0.0

-0.8 -1.0 -0.2 -0.2 -0.1 -0.2 -0.3 -0.2 0.0 0.0 -0.1 0.1
（前年同月比、％）

1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

α＝０．９５ -0.9 -0.8 -1.1 -1.0 -0.8 -0.6 -0.6 -0.6 -0.6 -0.6 -0.6 -0.5
α＝０．９０ -0.8 -0.8 -1.0 -1.0 -0.7 -0.5 -0.5 -0.5 -0.4 -0.5 -0.4 -0.4
α＝０．８５ -0.7 -0.6 -0.9 -0.8 -0.6 -0.4 -0.4 -0.4 -0.3 -0.4 -0.4 -0.3
α＝０．８０ -0.6 -0.6 -0.9 -0.8 -0.5 -0.3 -0.3 -0.3 -0.3 -0.4 -0.3 -0.3
α＝０．７５ -0.5 -0.5 -0.8 -0.7 -0.5 -0.3 -0.3 -0.3 -0.3 -0.4 -0.3 -0.3

-0.5 -0.4 -0.8 -0.7 -0.5 -0.3 -0.4 -0.2 -0.3 -0.4 -0.3 -0.3
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【数値表】αを変化させたときの所定内給与（前年同月比）の推移
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